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今年も今年も
　頑張ります　頑張ります
 広陵町議会 広陵町議会
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濵野　直美濵野 直濵 直美野野 直直

山村　美咲咲子子子山村　美美山 子美美咲子子

禎一谷　禎禎一谷　禎谷 禎禎

吉田　信弘吉田吉 信弘弘吉吉田　信弘田 信弘弘

坂坂 　佳佳宏宏坂坂野野　坂坂坂

笹井　由明笹井　由由

山田　美津代山山田田 代代美津代田 津

吉村　裕之吉吉村村　
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広陵町議会だより　104 号

平成30年12月定例会提出案件13件
（報告2件、条例6件、補正予算1件、路線認定1件、規約変更1件、議員提出議案2件）

町道の管理のかしに基づく損害賠
償額
町道の舗装欠損部に落ち、タイヤ損傷
本町過失割合４割 (13,954円 ) を支払
賠償額は町加入の保険により補てん

自動車事故による損害賠償額
公用車が駐車中の車に衝突
過失割合１０割 (468,040円 ) を支払
賠償額一部 (434,830円 ) は町加入の保
険により補てん

広陵町議会議員の報酬等に関する
条例改正
人事院勧告により、期末手当0.05月分
引き上げ

※ P5に反対賛成討論掲載

特別職の常勤職員の給与等に関する
条例改正
人事院勧告により、期末手当0.05月分
引き上げ

※ P5に反対賛成討論掲載

教育長の給与等の勤務条件に関する
条例改正
人事院勧告により、期末手当0.05月分
引き上げ

※ P5に反対賛成討論掲載

一般職の職員の給与に関する条例
改正
人事院勧告を受け、国家公務員の給与改
定が実施されることに鑑み、本町一般職
員においても国に準じ改定するもの
初任給1,500円・若年層1,000円程度
( 平均改定率0.3％ )

報告14号

報告15号

議案64号

議案65号

議案66号 

議案67号

議案68号

議案69号

議案70号

議案71号

議案72号

一般職任期付職員の採用に関する
条例改正
議案６７号と同様理由に1,000円の引き
上げ

広陵町地区計画における建築物の
制限に関する条例改正
馬見南５丁目地区では、閑静で緑豊かな
住環境を保全するため、建築物に関する
制限を規定する「地区計画」が策定され
たことから、本条例で定める適用区域と
して追加するもの

平成30年度広陵町一般会計補正
予算
歳入歳出 (それぞれ2,001万6千円 ) を
追加

※ P5に反対賛成討論掲載

町道の路線認定
平尾４路線、中２路線、笠・古寺・百済
各１路線を認定

山辺・県北西部広域環境衛生組合
規約の変更
資源ごみに関する事務に係る構成市町
村に山添村を加える変更

　  認知症施策の推進を求める
　  意見書

※ P20に掲載

　  寡婦控除等の適用対象を未婚の
　  ひとり親世帯まで拡大すること
　  を求める意見書

※ P20に掲載

議員提出議案
第13号

議員提出議案
第14号
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平
成
30
年
度
広
陵
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
70
号
）

教
育
長
の
給
与
等
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
改
正（
議
案
第
66
号
）

広
陵
町
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る

条
例
改
正（
議
案
第
64
号
）

特
別
職
の
常
勤
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
改
正（
議
案
第
65
号
）

①
人
事
院
勧
告
と
国
の
取
扱
い
を
基
準
の
一

つ
と
す
る
事
は
有
効
と
考
え
る
が
、
一
般
会

計
に
お
け
る
実
質
単
年
度
収
支
が
２
年
連
続

マ
イ
ナ
ス
、
ま
た
30
年
度
も
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
、
算
出
さ
れ
る
期
末
手
当
は
増
額
と
な
る
た
め
見

送
る
べ
き
。

②
労
働
基
準
権
の
一
部
を
剥
奪
し
た
代
償
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
る
人
事
院
勧
告
制
度
を
労
働
者
で
は
な
い
地
方
議

員
に
も
適
応
す
る
誤
っ
た
提
案
だ
。
一
方
で
は
、
議
員
は
月

１
万
円
減
額
を
自
主
的
に
決
め
て
お
り
趣
旨
が
矛
盾
す
る
。

議
員
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
条
例
に

規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
任
務
の
遂
行
へ
の

対
価
は
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
人
事
院
勧

告
に
よ
る
給
与
改
定
を
判
断
基
準
に
、
常
勤

特
別
職
と
合
わ
せ
官
民
格
差
の
均
衡
が
図
ら
れ
る
よ
う
措

置
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の
。
今
回
も
そ
の
要
件
が
示
さ
れ
適

正
な
改
正
で
あ
る
。

既
に
両
名
と
も
高
額
な
年
末
ボ
ー
ナ
ス
を
受
け

取
り
な
が
ら
町
長
は
６
万
円
弱
・
副
町
長
は
５

万
円
弱
の
追
加
を
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
。

こ
ん
な
こ
と
は
了
解
で
き
な
い
。

議
案
第
64
号
と
同
様
。

広陵町議会だより　104 号

教
育
長
の
追
加
ボ
ー
ナ
ス
は
４
万
円
強
だ
。

反
対
の
理
由
は
第
65
号
に
同
じ
。

議
案
第
64
号
と
同
様
。

議
員
・
町
三
役
は
既
に
多
額
の
ボ
ー
ナ
ス
を
受

け
取
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
人
事
院
勧
告
の
対
象

で
も
な
い
の
に
、
追
加
支
給
を
す
る
補
正
が
含

ま
れ
て
い
る
。
慣
例
で
行
っ
て
き
た
と
言
い
訳

し
て
い
る
が
、
誤
っ
た
提
案
で
あ
り
行
う
べ
き
で
な
い
。

こ
の
補
正
予
算
に
は
、
待
機
児
童
を
出
さ
な

い
た
め
の
小
規
模
保
育
を
実
施
す
る
た
め
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
改
修
の
予
算
や
台
風
被
害
に

あ
わ
れ
た
農
家
に
対
す
る
補
助
金
が
含
ま
れ

て
い
る
。
住
民
の
方
々
に
対
し
て
重
要
な
補
正
予
算
で
あ
り

ま
す
の
で
賛
成
で
あ
る
。

反
対

12月定例会　採決状況一覧　（○賛成　×反対）
議長（堀川　季延）は採決に加わりません

議　　　案

濵
野
直
美

吉
田
信
弘

山
田
美
津
代

吉
村
眞
弓
美

山
村
美
咲
子

坂
野
佳
宏

吉
村
裕
之

坂
口
友
良

堀
川
季
延

奥
本
隆
一

谷　

禎

一

笹
井
由
明

八
尾
春
雄

青
木
義
勝

議決結果

報告第14号～15号 － － － － － － － － － － － － － － 報　告
議案第64号 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ － ○ ○ ○ × ○ 原案可決
議案第65号～66号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 原案可決
議案第67号～68号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第69号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第70号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 原案可決
議案第71号～72号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議員提出議案第13号～14号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成
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一
般
質
問
を
12
月
10
日
〜
12
日
に
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
政
全
般
に
わ
た
り

理
事
者
に
対
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来

に
対
す
る
方
針
等
に
つ
い
て
聞
き
、
あ
る
い
は
報

告
、
説
明
を
求
め
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　

広
陵
町
議
会
は
、
通
告
制
（
質
問
内
容
を
あ
ら

か
じ
め
議
長
に
提
出
す
る
。）
を
採
用
し
、一
議
員
、

一
時
間
の
持
ち
時
間
が
あ
り
、
質
問
回
数
に
は
制

限
は
在
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
質
問
内
容
及
び
答
弁
内
容
に
つ
い
て
は
、

紙
面
の
都
合
上
、
要
約
掲
載
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

会
議
録
は
、
３
月
上
旬
に
町
役
場
及
び
町
施
設

の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、広
陵
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

※
答
弁
者
の
「
理
事
者
」
と
の
記
載
は
、
町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
、
関
係
部
長
の
発
言
を
要
約
し

て
掲
載
す
る
場
合
に
用
い
て
い
ま
す
。

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一 般 質 問
議長   堀

ほ り か わ

川　季
と し の ぶ

延

（町長以下理事者）

（町長以下理事者一同）
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本
町
で
は
、
遺
骨
と
同
様
に
礼
を
尽
く
し
た

丁
重
な
供
養
と
す
る
た
め
、
最
終
処
理
地
へ
の

納
骨
を
い
た
し
て
お
り
、
故
人
の
尊
厳
、
そ
し

て
そ
の
遺
族
の
気
持
ち
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

に
寄
り
添
う
こ
と
が
大
事
か
と
思
う
の
で
、
残

骨
灰
の
売
却
は
い
か
が
な
も
の
か
と
考
え
る
。

　

供
養
及
び
埋
葬
場
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
輪

島
市
の
曹
洞
宗
総
寺
祖
院
で
行
っ
て
い
る
。

　
　

火
葬
残
骨
灰
に
お
け
る
取
扱
い
の
在
り
方

や
、
よ
り
よ
い
適
正
処
理
、
遺
族
感
情
へ
の
適

正
な
配
慮
に
つ
い
て
伺
う
。

　
「
生
老
病
死
は
世
の
常
。
死
ね
ば
荼だ

び毘
に
付
さ

れ
野
辺
の
送
り
が
待
つ
」

　

火
葬
後
遺
族
が
遺
骨
を
拾
い
上
げ
る
と
火
葬

台
に
残
骨
灰
が
残
る
。
一
部
の
自
治
体
で
は

残
っ
た
残
骨
灰
か
ら
金
歯
等
の
貴
金
属
を
取
り

除
き
、
そ
れ
を
自
治
体
の
収
入
に
し
た
り
、
そ

の
処
理
を
受
け
た
業
者
が
同
じ
く
金
歯
等
の
貴

金
属
等
売
却
し
て
大
き
な
利
益
を
得
て
い
る
。

残
骨
灰
は
法
令
上
、
遺
骨
で
は
な
い
が
、
墓
地
・

埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
に
あ
わ
せ
適
正

に
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
で

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　　

本
町
を
含
む
多
く
の
自
治
体
は
、
専
門
の
処

理
業
者
に
異
物
の
除
去
と
最
終
埋
葬
を
委
託
し

て
い
る
。

問

大
規
模
災
害
被
災
地

支
援
条
例
の
制
定
を

葬
儀
事
業
に
お
け
る

「
残
骨
灰
」の
取
り
扱
い
は

　
　

日
本
国
内
に
お
い
て
、
大
規
模
な
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
地
域
に
対
し
て
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
被
災
地
で
支
援
活
動
を
行
う
住
民
を
援

助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
災
地
の
災
害
応
急
対

策
及
び
災
害
復
旧
並
び
に
住
民
の
共
助
意
識
高

揚
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
職
員
を
派

遣
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
大
規
模
災

害
被
災
地
支
援
条
例
」
制
定
を
提
案
す
る
。

　　

奥
本
議
員
提
案
の
「
支
援
条
例
」
に
つ
い
て
は

制
定
さ
れ
て
い
る
地
方
自
治
体
は
ま
だ
少
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

　

職
員
の
危
機
意
識
を
図
る
上
で
も
、
今
後
積
極

的
に
職
員
を
派
遣
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
策
定
中
で
あ
る
業
務
の
執
行

体
制
や
対
応
手
順
、
資
源
の
確
保
等
あ
ら
か
じ
め

定
め
る
業
務
継
続
計
画
策
定
後
に
は
、
計
画
に
基

づ
い
た
図
上
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
計
画
で
あ

り
、
そ
の
訓
練
を
通
し
て
支
援
計
画
及
び
受
援
計

画
の
検
討
を
考
え
て
い
る
。

問

奥
お く も と

本　隆
た か い ち

一

山
村
町
長

山
村
町
長
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こ
れ
ま
で
直
通
で
国
保
中
央
病
院
に
行
け

た
の
に
、
改
定
し
た
ら
乗
り
換
え
し
な
い
と
い

け
な
く
な
っ
た
方
が
あ
る
。
役
場
・
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
医
療
機
関
な
ど
の
移
動
の
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
改
定
で
な
い
と
か
え
っ
て

不
便
だ
。
10
月
締
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
早
急
に

分
析
し
、
特
徴
を
把
握
し
て
「
以
前
よ
り
速
く

て
便
利
な
元
気
号
」
を
希
望
す
る
。
さ
ら
に
戸

口
か
ら
戸
口
へ
の
移
動
は
デ
マ
ン
ド
交
通
が
不

可
欠
だ
。

理
事
者　

　

申
し
訳
な
い
。
い
く
つ
も
の
停
留
所
を
回
る

と
時
間
を
要
す
る
な
ど
設
計
が
難
し
い
が
、
免

許
証
返
納
世
帯
が
増
大
見
込
み
で
あ
る
こ
と
も

前
提
に
し
て
、
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
も

検
討
し
て
利
便
性
を
高
め
た
い
。
財
政
の
事
情

も
併
せ
て
検
討
す
る
。

問

　
　

子
ど
も
の
高
校
入
学
を
き
っ
か
け
に
、
世

帯
自
立
の
た
め
、
将
来
教
員
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
勉
学
と
ア
ル
バ
イ
ト
に
励
み
、
２
年
間

の
大
学
授
業
料
相
当
額
（
１
２
０
万
円
）を
備

蓄
し
た
と
し
て
も
、
福
祉
事
務
所
は
こ
れ
を
収

入
に
認
定
し
保
護
費
を
減
額
す
る
。
生
活
保
護

制
度
に
は
自
立
を
助
長
す
る
制
度
は
な
い
と
い

う
こ
と
か
。
ま
た
、
大
学
生
に
は
世
帯
分
離
を

求
め
る
の
か
。

理
事
者　

　

ご
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
入
学
金
は
手
続
き

す
れ
ば
収
入
認
定
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

問

元
気
号
の
運
行
改
定
に

つ
い
て

生
活
保
護
制
度
利
用
世
帯
の

大
学
進
学
に
つ
い
て

お
む
つ
の
処
理
に
つ
い
て

八
や つ

尾
お

　春
は る

雄
お

理
事
者

理
事
者

　
　

新
生
児
で
あ
れ
ば
毎
日
15
ℓ
程
度
に
も
な

り
費
用（
年
間
５
千
円
）も
バ
カ
に
な
ら
な
い
。

子
育
て
支
援
を
口
に
す
る
な
ら
無
償
で
回
収
す

べ
き
だ
。
さ
ら
に
紙
お
む
つ
は
紙
で
は
な
く
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
で
あ
り
、
現
状
の
処
理
方
法
で
は

CO²の
排
出
や
海
中
散
乱
な
ど
環
境
負
荷
が
著
し

い
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
の
り
出
す
自
治
体
も

あ
る
。
研
究
し
て
ほ
し
い
。

理
事
者

　

無
償
化
に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
研
究
し
た
い
。
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
の
で
、
議
員

指
摘
の
福
岡
県
が
平
成
25
年
に
実
施
し
た
実
験

を
早
速
調
査
す
る
。

問理
事
者

○
教
員
の
過
重
労
働
改
善
に
つ
い
て

○
役
場
の
障
が
い
者
雇
用
比
率
に

　

つ
い
て

その他の
質問事項
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　①
行
政
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
不
十
分
な
領
域
に

対
し
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
方
式
（
注
）を
活
用
す
る
場

合
の
利
点
は
。

②
行
政
の
手
が
届
か
な
い
領
域
へ
の
担
い
手
や

活
動
団
体
等
へ
の
助
成
制
度
の
確
立
は
。

理
事
者　

①
行
政
が
と
れ
な
い
リ
ス
ク
を
民
間
の
投
資
家

が
と
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
た
め

の
社
会
実
験
が
可
能
。
ま
た
複
数
年
度
に
渡

る
事
業
の
設
計
や
初
期
投
資
に
大
き
な
費
用

を
要
す
る
事
業
が
可
能
と
な
る
。

②
社
会
的
弱
者
、
特
に
制
度
的
に
救
済
を
さ
れ

な
い
方
々
へ
の
支
援
が
難
し
い
。
こ
れ
か
ら

の
議
論
を
含
め
住
民
の
総
意
が
あ
れ
ば
、
補

助
金
制
度
の
検
討
も
必
要
。

問

　
　①
計
画
的
な
早
期
着
工
や
閑
散
期
を
狙
っ
た
工

事
発
注
は
、
工
事
価
格
の
抑
制
や
企
業
経
営

の
安
定
化
、
ま
た
住
民
に
と
り
地
域
の
早
期

整
備
に
繋
が
る
が
今
後
の
取
組
は
。

②
災
害
時
に
も
大
切
な
存
在
と
な
る
町
内
の
建

設
事
業
者
の
人
材
確
保
や
育
成
に
、
行
政
が

出
来
る
こ
と
は
。

理
事
者　

①
関
係
機
関
と
の
調
整
等
で
発
注
時
期
が
遅
れ

な
い
よ
う
確
実
な
進
捗
管
理
と
、
国
の
補
助

金
の
早
期
着
工
制
度
や
停
止
条
件
付
入
札
な

ど
事
前
の
手
続
き
開
始
に
よ
り
、
国
庫
事
業

で
も
４
月
に
契
約
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
町
内
事
業
者
と
役
場
の
技
術
者
の
技
術
力
を

高
め
る
た
め
、
現
場
監
理
に
つ
い
て
一
緒
に

勉
強
し
、
県
の
事
業
等
も
受
注
で
き
る
よ
う

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
。

問

社
会
課
題
解
決
へ
の

取
り
組
み
手
法
に
つ
い
て

公
共
工
事
の
施
工
時
期
等
の

平
準
化
に
つ
い
て

子
ど
も
の
任
意
予
防
接
種
の

費
用
助
成
に
つ
い
て

理
事
者

理
事
者

　
　

日
本
小
児
科
学
会
も
推
奨
す
る
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
や
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
高
額

か
つ
自
己
負
担
と
な
る
。
経
済
的
な
負
担
を
理

由
に
子
ど
も
の
健
康
や
生
命
、
将
来
に
関
わ
る

選
択
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
費
用

助
成
す
べ
き
。

理
事
者

　

健
康
被
害
の
問
題
、
費
用
対
効
果
、
ま
た
助

成
後
の
国
の
定
期
接
種
化
に
よ
る
接
種
年
齢
、

間
隔
、
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
の
違
い
や
接
種
履
歴

の
管
理
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
へ
の
不
安
が

あ
る
。

問理
事
者

吉
よ し

村
む ら

　裕
ひ ろ

之
ゆ き

※
注　

Ｓ
Ｉ
Ｂ
方
式

社
会
課
題
解
決
に
向
け
た
官
民
連
携
の
仕
組
み
。

事
業
者
が
民
間
資
金
で
事
業
実
施
し
、
第
三

者
評
価
機
関
が
成
果
指
標
を
達
成
し
た
と
評

価
し
た
場
合
に
行
政
が
報
酬
を
支
払
う
。
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谷
た に

　禎
よ し

一
か ず

　
　

６
年
前
か
ら
地
域
福
祉
計
画
制
定
の
必
要

性
を
訴
え
て
き
た
が
、町
は
や
っ
と
動
き
出
し
、

１
年
で
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。短
期
間
で
少

人
数
の
意
見
（
注
）だ
け
で
決
定
す
る
こ
と
は
、後

の
同
計
画
の
運
用
に
問
題
を
残
す
こ
と
と
な
る
。

　

各
地
域
で
懇
談
会
等
を
開
催
し
、
丁
寧
に
住

民
の
理
解
を
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

山
村
町
長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
の
意
見
を
集
約

し
、同
福
祉
計
画
を
今
年
度
中
に
一
気
に
策
定
す
る
。

　

後
に
、
条
例
の
実
行
力
を
考
え
地
域
住
民
に
丁

寧
に
説
明
す
る
。条
例
に
は
住
民
の
役
割
も
表
す
。

問

　
　①
今
後
も
台
風
や
猛
暑
な
ど
天
候
不
順
が
続
く

と
思
う
が
、
春
の
運
動
会
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。

②
中
学
校
給
食
は
ま
ず
く
は
な
い
の
に
実
食
時

間
が
短
い
の
で
残
食
が
多
い
と
聞
く
。
食
育

の
面
か
ら
も
10
分
程
度
延
長
し
、
楽
し
く
食

事
を
で
き
る
環
境
が
必
要
だ

理
事
者

①
来
年
度
は
、
10
月
５
日
（
土
）を
予
定
し
、
春

の
運
動
会
に
つ
い
て
は
、課
題
と
し
て
考
え
る
。

②
給
食
時
間
は
40
分
で
、
実
食
時
間
は
20
分
あ

る
。
生
徒
を
含
め
現
場
か
ら
は
問
題
は
な
い

と
聞
い
て
い
る
が
、
検
討
で
き
な
い
か
確
認

す
る
。

問

　
　

西
小
学
校
の
耐
力
度
調
査
は
説
明
不
足
。

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
設
置
す
る
保
育
園
は
、
説

明
後
１
ヶ
月
で
建
物
の
問
題
が
発
生
し
７
０
０

万
円
の
予
算
増
と
な
っ
た
。

①
３
年
前
か
ら
の
公
共
施
設
の
調
査
及
び
対
処

を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
。
至
急
、

他
施
設
の
適
切
な
対
処
を
求
め
る
。

②
事
業
計
画
な
ど
事
務
執
行
に
つ
い
て
は
誰
が

責
任
を
取
る
の
か
。

理
事
者　

①
関
係
各
課
が
慎
重
に
進
め
て
い
る
が
、
過
去

の
未
整
理
の
件
で
問
題
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
る
。
問
題
発
生
時
に
対
処
す
る
。

②
部
長
、
課
長
に
は
決
裁
権
を
委
任
し
て
い
る

が
、
最
終
責
任
は
町
長
。

問

住
み
慣
れ
た
地
域
で

住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
に

春
の
運
動
会
・
中
学
校

給
食
時
間
を
延
長
し
て
は

町
は
住
民
の
た
め
適
切
な

判
断
が
で
き
て
い
る
の
か

理
事
者

理
事
者

○
自
然
災
害
に
対
し
て
の
準
備
は

　

万
全
か

その他の
質問事項

山
村
町
長

● 西小学校区
　  10,042人の内
　  36人の参加
● 東小学校区　
　  4,561人の内
　  17人の参加
● 北小学校区　
　  5,121人の内
　  16人の参加
● 真美ヶ丘第一小学校区
　  6,516人の内
　  18人の参加
● 真美ヶ丘第二小学校区
　  8,708人の内
　  20人の参加

※注　ワークショップ参加人数
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坂
さ か ぐ ち

口　友
と も よ し

良

　
　

学
力
調
査
は
、
学
習
の
達
成
感
を
み
る
重

要
な
指
数
で
あ
る
。
理
解
の
不
十
分
、
つ
ま

ず
い
て
い
る
部
分
、
指
導
内
容
が
適
切
で
あ
っ

た
か
を
み
て
、
確
か
な
学
力
の
育
成
や
学
習
意

欲
・
学
習
習
慣
を
向
上
さ
せ
る
大
切
な
も
の
で

あ
る
。
向
上
対
策
は
具
体
的
に
進
ん
で
い
る
の

か
を
問
う
。

理
事
者　

　

来
年
度
モ
デ
ル
校
を
指
定
し
、
小
学
校
３
年

生
に
対
し
て
、
毎
週
水
曜
日
の
放
課
後
１
時
間

を
用
い
て
授
業
内
容
を
振
り
返
り
、
プ
リ
ン
ト

学
習
等
を
行
う
。

　

学
習
内
容
が
し
っ
か
り
と
理
解
さ
れ
、
内
容

が
知
識
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

問

　
　

全
員
協
議
会
で
プ
ラ
ン
を
聞
い
た
。
事
業

費
総
額
は
35
億
円
で
あ
り
、
近
隣
自
治
体
の
分

譲
価
格
、
進
出
企
業
、
工
場
が
来
れ
ば
外
国
人

労
働
者
も
入
っ
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

専
門
家
を
入
れ
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画

に
な
る
が
、
工
程
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
を

問
う
。

理
事
者　

　

経
済
波
及
効
果
や
中
小
企
業
振
興
条
例
に
基

づ
く
振
興
計
画
の
策
定
、
効
率
的
な
事
業
の
検

討
を
行
う
。造
成
完
成
を
２
０
２
４
年
と
し
て
、

Ａ
地
区
Ｂ
地
区
及
び
遊
水
地
も
平
行
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。

問

公
教
育
の
学
力
向
上
対
策
は

進
ん
で
い
る
の
か

箸
尾
地
区
工
業
団
地
計
画
は

議
論
が
必
要
で
あ
る

地
域
福
祉
計
画
・
活
動
計
画
の

進
捗
状
況
は

植
村
教
育
長

　
　

９
月
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

10
・
11
月
に
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
連
携
と

計
画
ま
と
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

ま
た
社
協
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
事
業
の

計
画
・
立
案
・
社
会
資
源
の
開
発
等
を
行
わ
な

け
れ
ば
本
計
画
は
成
り
立
た
な
い
が
、
専
門
職

の
育
成
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

理
事
者

　

来
年
１
月
中
旬
に
第
４
回
目
の
委
員
会
を
開

催
す
る
。
現
在
、
社
協
の
専
門
職
は
退
職
し
不

在
で
あ
る
の
で
新
規
採
用
や
社
会
福
祉
士
等

の
専
門
職
が
在
席
し
て
い
る
事
業
所
に
派
遣

委
託
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
検
討
中

で
あ
る
。

問山
村
町
長

山
村
町
長
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山
や ま

田
だ

美
み

津
つ

代
よ

　
　

ご
主
人
を
亡
く
し
た
方
が
手
続
き
に
行

き
、
何
度
も
氏
名
や
住
所
を
書
い
た
り
２
階
に

行
っ
た
り
来
た
り
心
身
と
て
も
疲
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

大
変
な
時
こ
そ
寄
り
添
い
ま
す
と
大
分
県
別

府
市
な
ど
で
お
悔
み
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て

好
評
で
あ
る
。

　

設
置
し
た
別
府
市
で
は
、
役
場
の
職
員
も
同

じ
こ
と
を
説
明
し
な
く
て
よ
い
の
で
助
か
る
と

い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
も
出
て
い
る
。

山
村
町
長　

　

町
で
は
１
階
正
面
住
民
課
を
総
合
窓
口
と
位

置
づ
け
住
民
課
で
行
え
る
体
制
を
構
築
し
て
、

効
率
的
に
手
続
き
を
終
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う

案
内
を
し
て
い
る
。
来
訪
者
を
動
か
す
の
で
な

く
職
員
が
動
く
精
神
を
全
職
員
が
共
有
し
一
層

の
充
実
を
図
る
。

問

　
　

国
保
会
計
は
約
７
千
万
の
黒
字
で
し
た
が

保
険
料
軽
減
を
は
か
ら
ず
全
額
基
金
に
積
み
立

て
た
。
保
険
料
は
所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、

平
等
割
な
ど
を
合
算
し
て
算
定
さ
れ
る
。
こ
の

う
ち
自
治
体
の
判
断
で
資
産
割
、
平
等
割
は
導

入
が
き
め
ら
れ
る
。
広
陵
町
は
以
前
資
産
割
を

廃
止
し
た
経
過
が
あ
る
。

　

平
等
割
も
廃
止
し
て
安
く
す
べ
き
。

山
村
町
長

　

平
等
割
を
廃
止
の
場
合
、
均
等
割
に
不
足
分

を
求
め
る
こ
と
に
な
り
多
人
数
へ
の
負
担
増
に

つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

問

お
悔
み
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
は

高
い
国
保
税
を
安
く
す
る

工
夫
を
は
か
る
べ
き

山
村
町
長

山
村
町
長

例．給与年収　４００万 （４人家族・30代夫婦子２人）
　　39万が平等割をなくすと36万になる　

例．給与年収　２４０万・単身者
　　18万が14万に

例．年金収入２８０万 （夫２３０万・妻50万）
　　17万が14万に

例．営業所得　３００万 （40代夫婦・子１人）
　　48万が44万に

＜平等割廃止後の国保税額＞
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認
知
症
の
現
状
と
課
題
、
早
期
発
見
の
取

組
は
。

①
認
知
症
患
者
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。

②
今
後
の
認
知
症
患
者
数
の
予
測
は
。

③
認
知
症
の
早
期
発
見
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
。

④
認
知
症
の
診
断
に
必
要
な
検
査
費
用
の
助
成

　

の
考
え
は
。

理
事
者

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
、
認
知
症

へ
の
正
し
い
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
予
防
に

対
す
る
取
組
の
周
知
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
平
成
32
年
で
高
齢
者
が
１
，６
３
０
人
、

平
成
37
年
で
１
，９
８
０
人
と
予
測
し
て
い
る
。

早
期
発
見
、
早
期
診
断
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、

現
在
畿
央
大
学
と
進
め
て
い
る
K
A
G
U
Y
A
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
大
学
側
で
ア
プ
リ
の
開

発
を
頂
き
来
年
度
に
利
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

問

　
　①
町
財
政
の
現
状
に
つ
い
て
の
認
識
は
ど
う
か
。

②
新
年
度
財
源
見
通
し
と
運
営
に
つ
い
て
。

理
事
者　

①
経
常
収
支
比
率
は
や
や
改
善
が
み
ら
れ
る
が
、

引
き
続
き
経
常
支
出
の
抑
制
を
徹
底
し
、
経

常
収
入
の
確
保
に
努
め
た
い
。
将
来
負
担
比

率
に
お
い
て
は
、
適
正
水
準
を
保
ち
な
が
ら

大
型
事
業
へ
の
展
開
を
図
り
た
い
。

②
地
方
税
収
入
に
つ
い
て
は
微
増
す
る
も
の
と

推
測
し
て
い
る
。
町
民
の
要
望
や
町
長
公
約

に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
で
の
位
置
づ
け
を

踏
ま
え
費
用
対
効
果
や
財
源
な
ど
を
考
慮
し

つ
つ
可
能
な
も
の
を
主
要
事
業
に
盛
り
込
み

た
い
。

　
　

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
時
期
を
見
据
え
予

算
に
反
映
し
た
い
。

問

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

新
年
度
予
算
編
成
へ
の

取
組
に
つ
い
て

笹
さ さ い

井　由
よ し あ き

明

理
事
者

理
事
者

　

診
断
に
必
要
な
検
査
費
用
は
、
医
師
会
の
意

見
や
医
療
体
制
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。
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吉
よ し だ

田　信
の ぶ ひ ろ

弘

　
　

今
年
は
例
年
に
な
い
自
然
災
害
が
多
く
発

生
し
た
。
近
年
の
台
風
被
害
は
雨
台
風
で
も
あ

り
、
一
級
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
各
地
で
浸
水
被

害
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
広
陵
町
で
も
浸
水
す

る
恐
れ
の
あ
る
地
域
も
あ
る
。
そ
し
て
、
南
北

に
高
田
川
、
葛
城
川
、
曽
我
川
の
主
要
一
級
河

川
が
通
っ
て
い
る
。

　

高
田
川
の
上
流
は
葛
城
市
に
あ
る
奈
良
県
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
附
近
。
下
流
は
河
合
町
長
楽

で
曽
我
川
に
合
流
し
曽
我
川
と
な
り
大
和
川
へ
。

　

葛
城
川
の
上
流
は
御
所
市
風
の
森
峠
附
近
。

下
流
は
大
場
で
曽
我
川
に
合
流
し
曽
我
川
と
な

り
大
和
川
へ
。

　

曽
我
川
の
上
流
は
高
取
町
、
御
所
市
、
Ｊ
Ｒ

吉
野
口
方
面
。
下
流
は
河
合
町
広
瀬
神
社
附
近

で
大
和
川
に
合
流
。

　

大
和
川
は
、
奈
良
県
の
盆
地
全
域
が
降
水
範

囲
で
も
あ
る
。
こ
の
大
和
川
の
県
府
界
は
（
王

寺
町
と
柏
原
市
）亀
ノ
瀬
に
あ
り
、
こ
の
周
辺

問 主
要
一
級
河
川
河
床
の

土
砂
撤
去
を

で
は
川
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る
た
め
上
流
の
地

域
で
河
床
に
土
砂
が
堆
積
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

広
陵
町
は
、
大
和
川
に
近
い
位
置
に
あ
り
土

砂
を
撤
去
す
る
事
で
河
川
の
断
面
積
が
増
え
る

事
に
な
る
。
高
田
土
木
事
務
所
、
中
和
土
木
事

務
所
に
対
し
、
土
砂
撤
去
に
向
け
た
協
議
を
願

い
た
い
。

山
村
町
長　

　

広
陵
町
付
近
は
河
川
勾
配
が
緩
く
な
る
区
間

で
も
あ
る
た
め
堆
積
し
や
す
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
毎
年
、
町
か
ら
土
木
事
務
所
に
堆
積
土
砂
取

り
や
堤
防
の
草
刈
り
等
を
要
望
し
て
い
る
。

　

今
年
度
、高
田
川
、葛
城
川
、尾
張
川
、土
庫
川
、

馬
見
川
の
堆
積
土
砂
取
り
を
要
望
し
て
い
る
。

特
に
堆
積
の
多
い
高
田
川
と
尾
張
川
の
合
流
地

点
付
近
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
土
砂
取
り
の

実
施
を
要
望
し
て
い
る
。
中
和
土
木
事
務
所
に

は
曽
我
川
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
町
に
と
っ
て
、
主
要
河
川
の
適
切
な
維
持

管
理
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
た
め
、
河
川
の
維

持
管
理
費
の
確
保
に
つ
い
て
県
庁
の
関
係
課
へ

の
要
望
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

山
村
町
長

高田川・尾張川合流附近（中央体育館東側）
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濵
は ま

野
の

　直
な お

美
み

　
　

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
予
定
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。

山
村
町
長　

　

本
年
度
中
の
開
催
に
向
け
て
現
在
準
備
中
。

利
用
者
及
び
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
40
名

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
元
気
号
の
利

用
に
関
す
る
声
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
結
果
を

も
と
に
、
課
題
の
共
有
や
改
善
の
方
向
性
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
き
た
い
。

問

　
　

ス
マ
ー
ト
農
業
加
速
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
た
め
に
農
林
水
産
省
は,19
年
度
予
算
概
算

要
求
に
50
億
円
計
上
。
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
ス

マ
ー
ト
化
に
向
か
う
よ
う
だ
が
、
広
陵
町
の
農

業
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

山
村
町
長　

　

イ
チ
ゴ
産
地
の
復
活
と
し
て
の
寺
戸
地
区
、

ナ
ス
産
地
の
復
活
と
集
落
営
農
と
し
て
百
済
川

向
地
区
が
特
定
農
業
振
興
ゾ
ー
ン
と
し
て
設
定
。

　

高
収
益
作
物
へ
の
転
換
や
耕
作
放
棄
地
の
解

消
、
多
様
な
担
い
手
の
確
保
、
農
地
の
集
積
、

整
備
等
を
取
り
組
む
施
策
と
し
て
計
画
。

　

今
後
、
県
、
町
、
地
元
農
家
と
３
者
で
協
定

を
結
ぶ
予
定
。

問

広
陵
元
気
号
に
つ
い
て

広
陵
町
の
農
業
に
つ
い
て

山
村
町
長

山
村
町
長

中央幹線

西部支線

北東部支線

予備車
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吉
よ し む ら

村眞
ま ゆ み

弓美

　
　

全
国
の
自
治
体
に
は
県
営
住
宅
、
市
営
住

宅
な
ど
の
公
営
住
宅
が
あ
り
、
本
町
に
も
町
営

住
宅
が
あ
る
。
入
居
す
る
際
に
必
要
な
連
帯
保

証
人
の
要
件
は
各
自
治
体
に
よ
っ
て
規
定
が
異

な
り
、
町
内
で
あ
っ
た
り
県
内
で
あ
っ
た
り
日

本
国
内
で
あ
っ
た
り
す
る
。
広
陵
町
で
は
一
番

厳
し
い
、
連
帯
保
証
人
が
町
内
在
住
で
尚
且
つ

２
人
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
現
に
、
本
町
町
営

住
宅
を
申
し
込
も
う
と
す
る
際
、
こ
れ
を
理
由

に
断
念
さ
れ
る
方
も
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い

て
い
る
。連
絡
を
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

そ
の
要
件
を
日
本
国
内
に
在
住
の
方
に
ま
で
広

げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
を
伺
う
。

理
事
者　

　

地
域
要
件
を
な
く
し
た
り
、
人
数
を
変
え
た
り

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
難
し
い
問
題
で
は
な
い

と
考
え
る
。
時
代
の
要
請
を
考
慮
し
、
他
市
町
の

事
例
も
踏
ま
え
な
が
ら
今
後
対
応
し
て
い
く
。

問

　
　

風
疹
が
大
流
行
し
て
い
る
が
、
風
疹
は
ワ

ク
チ
ン
で
予
防
可
能
な
感
染
症
で
あ
る
。
奈
良

県
で
は
、
主
に
こ
れ
か
ら
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る

方
と
配
偶
者
を
対
象
に
「
風
疹
抗
体
検
査
」
を

無
料
で
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
風

疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
は
行
っ
て
い
な
い
。
抗
体

検
査
を
し
た
後
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
と
い
う

仕
組
み
を
作
ら
な
い
と
、
絶
対
に
感
受
性
者
は

減
ら
な
い
。
そ
こ
で
広
陵
町
に
お
い
て
、
是
非

と
も
風
疹
排
除
の
た
め
の
対
策
と
し
て
予
防
接

種
へ
の
助
成
を
お
願
い
し
た
い
。

山
村
町
長

　

広
陵
町
で
は
、
大
流
行
の
あ
っ
た
平
成
25
年

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
住
民
に
接
種
費

用
を
助
成
し
た
経
緯
も
あ
り
、
国
、
県
と
協
議

す
る
。
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
39
歳
か
ら
56

歳
の
男
性
を
対
象
に
3
年
間
無
料
接
種
を
す
る

と
い
う
発
表
が
あ
っ
た
。
助
成
が
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
、
そ
れ
以
外
の
対
象
者
を
ど
の
様
に

す
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
相
談
す
る
。　

問

町
営
住
宅
入
居
手
続
き
の

連
帯
保
証
人
に
つ
い
て

風
疹
対
策
に
つ
い
て

理
事
者

山
村
町
長

古寺町営住宅
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山
や ま む ら

村美
み さ こ

咲子

　
　

本
年
公
明
党
は
「
子
育
て
」「
介
護
」「
中

小
企
業
」「
防
災
・
減
災
」
の
４
つ
を
テ
ー
マ

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。そ
の
中
の「
介

護
」
に
関
し
て
は
、全
体
の
約
６
割
の
人
が
「
家

庭
の
負
担
が
大
き
い
」
と
答
え
、約
３
割
が
「
い

ざ
と
い
う
時
の
相
談
先
」
に
悩
ん
で
い
る
こ
と

も
分
か
っ
た
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
約

８
割
が
知
っ
て
い
る
が
、
そ
の
役
割
を
十
分
果

た
し
切
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
一
層
の

周
知
が
必
要
だ
。

　

ま
た
、
介
護
に
直
面
す
る
人
の
間
で
も
「
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
の
認
知
度
が
極

め
て
低
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

①
広
陵
町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周
知
方
法

　

人
員
体
制
の
充
実
が
必
要
だ
。

②
認
知
症
に
つ
い
て
、
広
陵
町
の
取
り
組
み
を

　

伺
う
。

問

　
　①
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

②
指
定
避
難
所
に
お
け
る
空
調
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
等
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
広
陵
町
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

山
村
町
長　

①
奈
良
県
下
で
導
入
し
て
い
る
自
治
体
を
視
察

す
る
な
ど
、
種
々
検
討
し
て
き
た
。
来
年
度

の
導
入
に
向
け
て
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
全

国
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
指
導
を
い
た
だ
き
、

研
究
し
て
い
る
。

②
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
避
難
所
の
設
営
と
運
営
、

仮
設
住
宅
の
建
設
計
画
の
早
期
策
定
に
努
め
る
。

問

高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

防
災
機
能
強
化
の
た
め
に

山
村
町
長

山
村
町
長

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
地
域
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
を
図
る
上
で
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
し
、
周
知
で
き
る
よ
う
努

め
る
。

②
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
認
知

症
初
期
の
段
階
で
専
門
医
療
に
繋
ぐ
た
め
に

設
置
し
て
い
る
。「
気
づ
き
」
の
段
階
で
相
談

い
た
だ
く
た
め
、
今
後
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
を

作
成
。

　
　

ま
た
早
期
発
見
に
繋
げ
る
た
め
の
ア
プ
リ

を
開
発
中
。
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坂
さ か の

野　佳
よ し ひ ろ

宏

　
　

寺
戸
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る
商
業
施
設

カ
イ
ン
ズ
の
開
店
目
標
は
聞
い
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
地
区
計
画
制
定
に
あ
た
り
周
辺
整
備
に

町
は
ど
の
よ
う
に
関
与
す
る
の
か
。

　

当
地
に
、出
店
打
診
の
経
過
を
教
え
て
ほ
し
い
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
費
用
負
担
等
の
話
は
し
て
い

る
の
か
。
立
ち
消
え
に
な
る
可
能
性
な
い
の
か
。

理
事
者　

　

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
か
ら
は
定
期
的
に
経
過
報

告
を
受
け
て
お
り
、
現
在
も
交
渉
進
行
中
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

同
社
の
意
向
と
し
て
は
、
引
き
続
き
広
陵
町

へ
の
立
地
を
希
望
し
て
お
ら
れ
、
近
い
う
ち
に

結
果
が
出
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

地
区
計
画
制
定
に
つ
い
て
は
、
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー

ム
の
出
店
計
画
に
併
せ
た
制
定
と
な
る
た
め
関

係
各
課
の
体
制
を
整
え
た
い
。

問

　
　

昨
今
の
集
中
豪
雨
に
対
応
す
る
た
め
、

町
内
各
所
に
遊
水
地
を
設
置
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
設
置
箇
所
、
施
工
年
度
等
を
問
う
。

山
村
町
長

　

本
年
５
月
に
奈
良
県
平
成
緊
急
内
水
対
策
事

業
の
推
進
が
決
定
し
た
。
ま
ず
適
地
の
選
定
後
、

県
と
市
町
村
が
分
担
し
て
行
う
事
業
で
あ
る
。

本
町
で
は
１
次
選
定
で
大
場
地
区
に
１
カ
所
、

中
地
区
に
２
カ
所
適
地
と
し
て
認
定
を
受
け
た
。

　

３
カ
所
に
つ
い
て
は
、
事
業
説
明
及
び
用
地

交
渉
を
始
め
て
お
り
、
31
年
度
か
ら
測
量
設
計

業
務
に
着
手
す
る
。
な
お
、
２
次
選
定
に
向
け

て
馬
見
川
流
域
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問

　

な
お
、
周
辺
道
路
を
含
め
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
が
必
要
と
な
る
た
め
、
正
式
な
出
店
計
画
図

が
示
さ
れ
た
時
点
で
鋭
意
検
討
し
て
い
る
。

　

９
年
前
の
21
年
に
打
診
が
あ
り
、
幹
線
沿
い

の
適
地
を
探
す
と
の
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
25

年
に
地
元
説
明
会
を
行
い
、
覚
書
の
締
結
を
さ

れ
た
。
正
式
に
費
用
負
担
の
話
は
し
て
い
な
い
。

賃
貸
契
約
に
よ
り
担
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

カ
イ
ン
ズ
出
店
の

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

遊
水
地
の
設
置
の

現
状
報
告
を

理
事
者

山
村
町
長
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青
あ お き

木　義
よ し か つ

勝

　
　

現
況
以
上
に
懸
念
す
る
町
内
企
業
、仕
事
、

労
働
人
口
の
減
少
及
び
交
付
税
補
助
金
の
削

減
、高
齢
化
に
よ
り
税
収
減
と
な
り
、住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
も
懸
念
す
る
。
こ
の
現
象
を
阻
止

す
る
町
お
こ
し
の
最
大
の
戦
略
は
、
当
準
工
地

域
に
本
社
を
置
く
優
良
企
業
の
誘
致
で
あ
る
。

　

当
然
、
造
成
地
を
塩
漬
け
に
し
な
い
こ
と

が
重
要
。
そ
れ
故
現
時
点
の
戦
術
を
具
体
的

に
伺
う
。

①
当
事
業
を
今
回
決
断
し
た
根
拠

②
地
権
者
数

③
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
状
況

④
A
地
区
２
０
２
４
年
造
成
完
了
時
の
企
業
選

　

定
時
期

⑤
企
業
選
定
迄
の
経
費

⑥
誘
致
実
現
後
の
経
済
波
及
効
果

⑦
誘
致
不
調
の
場
合

⑧
当
事
業
を
起
爆
源
と
し
て
今
後
の
事
業
展
開

問 箸
尾
準
工
業
地
域
の
開
発
を

町
お
こ
し
の
起
爆
源
に

理
事
者　

　

優
良
企
業
誘
致
は
近
隣
自
治
体
と
競
合
す
る
の

で
、
進
出
企
業
の
建
設
迄
の
事
務
負
担
の
軽
減
の

た
め
町
が
用
地
を
買
収
し
造
成
を
行
い
分
譲
す
る
。

企
業
の
建
設
計
画
に
沿
っ
た
区
画
取
り
を
行
う
。

塩
漬
け
に
し
な
い
戦
術
と
し
て
県
内
外
の
新
規
企

業
に
限
定
せ
ず
に
、
町
内
企
業
が
拡
張
計
画
で
の

町
外
流
出
を
防
ぎ
、立
地
定
着
型
の
誘
致
を
行
う
。

　
現
在
約
５
０
０
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
て
企

業
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
希
望
企
業
を
確
保
し

て
事
業
実
施
を
決
定
し
て
早
期
に
企
業
選
定
を
行
う
。

①
地
権
者
か
ら
活
用
に
協
力
の
声
が
あ
り
、
町

主
体
事
業
と
し
て
実
施
す
る
決
断
を
し
た
。

②
合
計
37
名

③
拒
否
は
な
く
80
％
以
上
の
協
力

④
企
業
関
連
の
時
期
は
６
月
中
に
提
示
説
明
す

る
。
開
発
公
社
設
立
は
６
月
議
会
提
案
。

⑤
地
積
調
査
等
で
町
単
で
約
３
０
０
０
万
円
は
多
大
。

⑥
企
業
収
益
の
税
収
は
現
時
点
で
不
明
だ
が
期

待
値
は
多
大
。有
形
無
形
の
波
及
効
果
も
多
大
。

⑦
工
事
着
手
以
前
の
整
備
を
活
用
し
て
別
の
手

法
で
誘
致
す
る
。

⑧
当
事
業
を
参
考
に
し
て
、
他
の
準
工
地
域
、

市
街
化
区
域
の
利
活
用
に
傾
注
し
て
い
く
。

理
事
者

箸尾準工業地域工場用地造成事業

はしお元気村

葛城川

高田川

県
道
大
和
郡
山・
広
陵
線

県
道
大
和
高
田
・
斑
鳩
線

A 地 区

B地 区

鳥居大橋交差点櫛玉比女命神社
県道桜井・田原本・王寺線

寺戸大橋西詰交差点

※準工業地域・・・主として環境悪化をもたらすおそれのない工業の利便性
　　　　　　　　　を増進するために定められる地域。
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　世界に類例を見ないスピードで高齢化が進む我が国において、認知症の人は年々増え続けている。2015年に推計
で約525万人であったものが、2025年には推計で700万人を突破すると見込まれている。
　認知症は、今や誰でも発症する可能性があり、誰もが介護者となり得るため、認知症施策の推進は極めて重要である。
また、認知症施策の推進に当たっては、認知症と診断されても、尊厳をもって生きることができる社会の実現をめざし、
当事者の意思を大切にし、家族等も寄り添っていく姿勢で臨むことが重要であるとともに、「若年性認知症」など、こ
れまで十分に取り組まれてこなかった課題にも踏み込んで行く必要がある。さらに、認知症施策に関する課題は、今
や医療・介護だけでなく、地域づくりから生活支援、教育に至るまで多岐にわたっている。よって政府におかれては、
認知症施策のさらなる充実、加速化を目指し、基本法の制定も視野に入れた、下記の事項に取り組むことを強く求める。

記
１　国や自治体をはじめ企業や地域が力を合わせ、認知症の人やその家族を支える社会を構築するため、認知症施策
を総合的かつ計画的に推進する基本法を制定すること。　

２　認知症診断直後は、相談できる人がいないといった人が多く存在しており、診断直後の空白期間が生じている。
この空白期間については、本人が必要とする支援や情報につながることができるよう、認知症サポーターの活用
やガイドブックを作成することによる支援体制の構築を図ること。

３　若年性認知症の支援については、若年性認知症支援コーディネーターの効果的・効率的な活動を推進するため、コー
ディネーターに対する研修など支援体制を整備するとともに、本人の状態に応じた就労継続や社会参加ができる
環境の整備を進めること。

４　認知症の全国規模の疫学調査と疾患登録に基づくビックデータの活用を通し、有効な予防法や行動・心理症状に
対する適切な対応など認知症施策の推進に取り組むこと。また、次世代認知症治療薬の開発・早期実用化や最先
端の技術を活用した早期診断法の研究開発を進めるとともに、認知症の人の心身の特性に応じたリハビリや介護
方法に関する研究を進めること。

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。

平成３０年１２月１７日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奈良県広陵町議会

　　内閣総理大臣 安倍　晋三　殿
　　厚生労働大臣 根本　　匠　殿
　　衆議院議長 大島　理森　殿
　　参議院議長 伊達　忠一　殿

　配偶者と死別又は離婚した後、再度婚姻せずに子どもを養育する者は、所得税法上の寡婦控除又は寡夫控除の適用
により、一定の所得控除を受けることができるが、当初から未婚のまま子どもを育てているひとり親世帯には適用さ
れていない。未婚のひとり親世帯は、寡婦控除等が適用される世帯と同収入であっても、課税の基準となる所得金額
が高くなるため、所得税及び住民税の負担が重くなる。また、所得金額は公営住宅の家賃や保育料等の算定の基準と
されており、寡婦控除等が適用されない未婚のひとり親世帯には不利な扱いとなっている。このような中、一部の地
方公共団体では、保育料等の算定において寡婦控除等のいわゆる「みなし適用」を独自に行う軽減措置を講じており、
国も、平成28年に公営住宅の家賃、本年9月からは保育料の算定基準においてみなし適用を実施しているところで
あり、所得税等においても負担の不均衡の解消が求められている。 よって、本議会は、国会及び政府において、子育
てを行っているひとり親に対する制度的な公平性を確保するため、早期に法律を改正し、寡婦控除等の適用対象を未
婚のひとり親世帯まで拡大するよう強く要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

平成３０年１２月１７日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奈良県広陵町議会
　　衆議院議長 大島　理森　殿
　　参議院議長 伊達　忠一　殿
　　内閣総理大臣 安倍　晋三　殿
　　総務大臣 石田　真敏　殿
　　財務大臣 麻生　太郎　殿
　　厚生労働大臣 根本　　匠　殿

議会において可決され、次の２つの意見書を関係機関に提出いたしました。意見書

認知症施策の推進を求める意見書

寡婦控除等の適用対象を未婚のひとり親世帯まで拡大することを求める意見書
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　本年3月22日に設置された議会活性化特別委員会において、定められた目標に向かって調査と審議が
進んでいる。
　ところが、この審議の中で、平成9年12月に議決された、広陵町政治倫理条例で定める広陵町政治倫
理審査会の審査委員については、これまで一度も選出されず審査委員会も開催されていないことが判明し
た。条例制定から21年もの長期間放置してきたことに対して、制定経過を見れば議会が特別委員会を設
置して制定まで持ち込んだ事実があり、議会は怠慢のそしりを免れることはできない。さらに、このこと
を見落としてきた町の責任も指摘せざるを得ない。
　政治倫理条例はその第１条で「町政が町民の厳粛な信託によるものであることを認識し、その担い手た
る町長、副町長及び教育長（以下「町長等」という。）並びに町議会議員（以下「議員」という。）が町民
全体の奉仕者として、その人格と倫理の向上に努め、清潔、公正及び公平を保つための必要な措置を定め
ることにより、高度な政治倫理理念に基づき活動し、町政に対する町民の信頼に応え、町民とともに民主
的な町政の発展に寄与することを目的とする。」と定めており町長等及び議員の非違行為を抑制する上で
今日的な意義を持つ条例である。
　このためわれわれ町議会は深い反省のもとに、以下3項目を確認、決議してすみやかに事態を打開する
ものである。

記

1　政治倫理審査会委員について、条例に定めた選出方法によって、遅くとも本年12月までに選任する。
2　21年間放置してきた原因を明らかにし、他に類似の事例がないかどうか点検を行う。
3　住民各位に謝罪する。

以上決議する。
平成30年9月21日　広陵町議会

　２０２５年に「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとする国際博覧会を大阪・関西が一体となっ
て開催することは、新たな産業や観光のイノベーションが期待できるなど、大きな経済効果をもたらすと
ともに、全世界に向けて圏域の存在感を示す絶好の機会となり、極めて大きな意義がある。
　また、このような国際博覧会の開催は、圏域全体のみならず、奈良県における産業振興や観光文化交流
等を促進するとともに、地域の振興や住民の生活向上にも寄与することが期待できる。
　よって、広陵町議会は、大阪・関西における国際博覧会の開催を支持するとともに、誘致実現に向けた
国内機運の醸成など、必要な取組みを国、地元大阪府市、経済界とともに積極的に推進していく。

　以上、決議する。
平成３０年９月２１日　奈良県広陵町議会

( 政治倫理審査会の設置 )
第 6 条　政治倫理確立に関する必要な事項を調査するため、地方自治法 ( 昭和 22 年法律第 67 号 ) 第 138 条の
　 4 第 3 項の規定に基づき、広陵町政治倫理審査会 ( 以下「審査会」という。) を設置する。
2　審査会は、委員 7人をもって組織する。
3　審査会の委員は、社会的信望があり、町行政に関し識見の高い者のうちから、町長が議会と協議して選任する。
　  （以下、略）

〈平成３０年 ９月議会より〉

■  誌面の都合上、今号での掲載となりました。

決　議

広陵町政治倫理審査会の審査委員選出に関する決議

２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議
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総
務
文
教
委
員
会

厚
生
建
設
委
員
会

広陵町議会だより　104 号

　
　
　
　
　

○
一
般
会
計
補
正
予
算

　

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
内
で
実
施
す
る
小

規
模
保
育
事
業
開
設
に
伴
う
補
助
金

を
予
算
と
し
て
い
る
。

①
図
面
と
現
況
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と

を
当
初
な
ぜ
確
認
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

②
一
階
店
舗
跡
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
の
活
用
法
は
。

③
各
公
共
施
設
が
抱
え
る
問
題
点
を
洗

い
出
す
作
業
の
進
捗
状
況
は
。

①
図
面
と
現
場
と
の
照
合
が
出
来
て
い

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
の
確
認
不
足
。

②
様
々
な
情
報
交
換
の
場
と
し
て
の
活

用
や
女
性
起
業
家
の
支
援
を
視
野
に

入
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
も
考
え
て

い
る
。

③
年
度
内
に
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
案
第
70
号

委 員 会委 員 会 の 窓委 員 会委 員 会 の 窓委 員 会 の 窓
　第４回定例会（12月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託された
９件について審査を行いました。その主な内容と結果をお知らせします。

回
答

　
　
　
　
　

○
広
陵
町
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限

①
対
象
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
か

ら
の
賛
成
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

②
審
議
会
で
承
認
さ
れ
た
条
例
の
制
定

に
関
し
て
、
議
決
を
得
て
、
ど
う
す

る
の
か
。

①
地
域
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
９
割
以
上
の

方
か
ら
賛
成
を
得
て
い
る
。
残
り
の

１
割
の
方
も
反
対
で
は
な
く
、
更
に

厳
し
い
地
区
計
画
を
要
望
す
る
も
の

で
あ
る
。

②
議
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
で
、
都
市

計
画
法
と
建
築
基
準
法
の
整
合
性
が

図
れ
、
地
区
計
画
の
規
制
を
確
実
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
町
道
の
路
線
認
定
に
関
し
て
、
委
員

で
現
地
視
察
も
敢
行

議
案
第
69
号

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

回
答

厚生建設委員による町道認定現地確認（古寺地内）総務文教委員による小規模保育施設現地確認
　　　　　　　　　　　（グリーンパレス内）
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地域のつながり地域のつながり地域のつながりのつながり地域のつながり
第 3回

町内で活動している団体やサークル
を紹介します。（活動団体は、営利活
動を目的としない公共性・公益性が高
いボランティア的な団体を掲載して
います。）

連絡先：０９０-３２８４-４１８０（寺田）
代表世話人：寺田、奥本

うまミラクル（馬見地域を楽しく掃除する会）

拾ったペットボトル等の洗浄・分別もしています竹取公園かぐや姫モニュメント前に集合。

活　動
　竹取公園を中心に馬見丘陵公園、讃岐神社周辺道路を清掃するボランティア活動です。
　　・毎月 第３日曜日
　　・早朝６時３０分～８時３０分に開催しています。
　私たちのこの清掃活動の実践を知っていただいても、万人に一人来るか来ないかの活動です。
　それでも目的はあります。

拾 たペ トボトル等の洗浄 分別もし ます竹取公園かぐや姫モニ メント前に集合

出来れば見られる方の心まで
きれいにできたら最高です！

広陵町に住まう住民だけでなく、県内外からも多くの行楽客が集う竹取公園。地域活性化を図るイベ
ントも多く開催されるようになりました。そんな中、やはり目に付くのは周辺道路のゴミ。せっかくの
「地域の顔」を住民の手で綺麗にしたい。そして来園者には心地よく散策を楽しんでいただきたい。
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11
月

1
日　

町
村
議
会
全
議
員
研
修
会

3~5
日　

文
化
祭

8
日　

北
葛
城
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

16
日　

行
政
視
察
研
修
（
愛
知
県
）

17
日　

戦
没
者
追
悼
式

20~21
日　
第
62
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

27
日　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

3
日　

議
会
運
営
委
員
会

6
日　

第
4
回
定
例
会
（
初
日
）

10~12
日　

第
4
回
定
例
会

13
日　

総
務
文
教
委
員
会

　

〃　

厚
生
建
設
委
員
会

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

〃　

第
4
回
定
例
会

19
日　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

25
日　

国
保
中
央
病
院
組
合
本
会
議

27
日　

広
報
編
集
委
員
会

　

〃　

一
日
町
長
体
験

4
日　

新
年
賀
詞
交
歓
会

10
日　

広
報
編
集
委
員
会

12
日　

町
消
防
団
出
初
式

14
日　

成
人
式

18
日　

広
報
編
集
委
員
会

20
日　

広
域
消
防
組
合
観
閲
式

21
日　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

24
日　

北
葛
城
郡
議
会
議
長
会

議
会
日
誌

編
集
後
記

　

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
今
年
は
亥

年
。
火
山
帯
の
上
に
国
土
が
あ
る
日
本
は
、

昔
か
ら
大
き
な
地
震
に
た
び
た
び
見
舞
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
亥
年
に
地
震

が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
関
東
大
震

災
、
阪
神
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震

な
ど
、
記
憶
に
あ
る
大
き
な
地
震
が
亥
年

に
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
近
頃
は
大
雨
に

よ
る
災
害
も
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
災
害
へ
の
備
え
が
必
要
な
の
は
、
亥

年
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
に
強
い
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
政
、
ま

た
身
近
な
生
活
の
中
に
あ
る
様
々
な
声

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
住
民
の
皆
様
と

共
に
歩
む
議
会
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
も
、
少
し
で

も
議
会
の
様
子
が
伝
わ
る
よ
う
に
、
住
民

の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
を
め

ざ
し
紙
面
の
充
実
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
議
員
一
同
「
猪
突
猛
進
」
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

山
村　

美
咲
子

委 

員 

長　

副
委
員
長　

委　
　

員　

委　
　

員　

委　
　

員

委　
　

員

谷　
　

禎
一

濵
野　

直
美

吉
田　

信
弘

山
田　

美
津
代

山
村　

美
咲
子

笹
井　

由
明

広陵町ホームページ
http://www.town.koryo.nara.jp

広
報
編
集
委
員

12
月

1
月

香芝三和小学校　4年生

▲

広陵東小学校　6年生▼

真美ヶ丘第二小学校　3年生▼

真美ヶ丘第二小学校　3年生▼

一日町長の一日町長の
所信表明所信表明

広
陵
町　

議
会
だ
よ
り 

No.
1
0
4　
　
　
　

12
月
定
例
会　
平
成
31
年
2
月
1
日

発
行
／
広
陵
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
635-8515 奈

良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
大
字
南
郷
583番

地
1 TEL0745-55-1001 FAX0745-55-1165
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